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オンタリオ湖とエリー湖とヒユーロン湖，そしてオタワ川に図まれた半島状の地域は南オンタリオ
とよばれ，ケベック州南部とともに，カナダの政治・経済・文化の中心である.その面績はカナダ全
体の1.3%にあたる 11.6万 kn12にすぎないが，人口は 1981年に 784万人となり，カナダの全人口の
32.2%を占めたこの地域には中規模や大規模の都市が多く集中し，これらの都市における第二・第
三次産業就業者は，豊かな周辺の農地からの生産物によって養われている 1) 南オンタソオはカナダ
でも続度的に最も南に位置し，湖に阻まれて湿援で、あり，その他の自然条件にも志まれ，市場条件こも
良好なことから，高い生産力をあげる多様な農業が展開する農業地域でもある 2) (第 l図).
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第 1図研究地域の位置
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この地域は18tJtK.己も半ばをすぎるまで深い森におおわれていた.農業開発が始まったのは，アメリ
カ合衆国独立の際にカナダに逃れてきた王党派の人々が，現在のウィンザ一周辺やナイヤガラ半島，
そして東部のセントローレンス}[1ぞいに入植してからである. I~~拓者たちはオークの森林を 1 1:1三に 3
エーカーほど切り I~il き， J33鈴著や野菜，小麦などを自給用に栽惜し，森の 1=1こi ではとi二と)J家そして羊を放
牧した3人入植後 3~4 年たつと耕作地も 10 エーカーほどになり，自家用の野菜が栽培されたほかの
耕地で、は小麦がつくられ，これが最も重要な換金作物となったり.小麦生産1=1=1心の農業は 1880年代に
ピークをむかえたが， 1890年代になると衰退し始め，これに代って酪;農や家畜飼養が発達していつ
ため. 20世紀に入ってからは，急速な都市化によってさまざまな農産物の需要が噌大したこと，開発
が進んだカナダ西部との穀物を中心とした競合が激しくなったこと，西ヨーロッパやアメリカ合衆国
への輸出の拡大などにより，南オンタリオの農業は大きく変化し，多域化した.
オンタリオチトiは1981年のセンサスによると，農産物販売額も農場数もカナダで第 1位を占めた.そ
のうちの約90%が南オンタリオに集中している. 2，500ドル以上の農産物販売額をあげ、る農場が南オ
ンタリオで66，364を数えたが，そのうち最も多いのが27.7%を占める肉牛]JE育農場で，小穀物栽培農
場 (20.8%)，酪農農場 (7.4%)，養J家農場 (7.4%)，果樹栽培農場 (6.5)が続いていた. ケベック
州では50.1%が酪農農場で，マニトパチHとサスカチュワンナト!で、は穀物栽培農場がそれぞれ55%と80%
を占め，アノレバーター州では肉牛肥育農場と小穀物栽培農場を合せると64%に達ーすることと比較する
と，現在の南オンタリオ農業の多様さがわかる.
ところで，カナダの農業地理学の先駆者の l人であるL.Reec1sは「農業地理学は広義には農業の
地域分化を記述し，説明しようとするものであり，それによヮて農業的土地利用や土地と人間の比
率，農業資源の保全，都市と農村の関係などに!認する問題を理解しようとするものであるJと述べて
いるの. このように，農業地理学の主要な対象が農業の空間的・地域的多様性で、あることは，多くの
人々によって認められている.ただし，これをどのような脈絡で研究するかが意見の分かれるところ
でありぺ地域医分を含む地域論的な視点も重要な方法の 1つである D.Griggは「地表面の農業
活動には大きな地域差があり，それでいて類似の農業のやり方がみられる場所も多い.…・・このよう
な地域差を最も効果的に記述する方法が農業地域区分であろうJと述べているの. J. Kostrowickiは
農業の類型化および農業類型を空間的に投影した農業地域区分の学問的・科学的目的について，次の
項目をあげている. (1)世界の農業に関する現在の知識とその地域的類似性と地域的差異，そして相互
関係に秩序を与えること， (2)世WIJ~ スケーノレと大陸的スケーノレ，国家的スケーノレにおける農業を複合
的に捉え，よりよく理解すること， (3)異なったスケーノレとレベルの農業を総合的・系統的に研究する
ための基礎をつくること， さらに(4)農業地理学を科学の一分野として発展させることであるめ.
この報告の課題は地域的に多様に展開する南オンタリオの農業を整理し，系統的に理解することで
あるが，そのためにこれまで試みられてきた農業地域区分に関する研究を検討する.特にそれぞれの
研究によって南オンタリオがどのような農業地域に区分されたか，区分されたそれぞれの地域の内容
はどのようなものかに着自する.それによって南オンタリオがどのように捉えられ，それがどう変化
したかを考察し， さらに変化の要因を検討する.
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カナダにおける農業地域区分は， 1930年代末に始まった アメリカ合衆国i如実省の統計資料に基づ
いて発表された O.E. Bakerの北アメリカの農業地域区分や10¥W. D. Jonesのアメリカ合衆国の
決業類型の設定11)， R. FlartshorneとS.N. Dickenのヨーロッパと北アメリカの農業地域類型の設
定12)，そして D.VvhittJesey の世界の農業地域区分の発表13)などの影響を直接うけたものと考えら
れる.また， 1930年代の世界の農業恐慌および、二!とアメワカ西部をおそった大恐慌が契機となり，地域
ごとの農業の特質を理解し，さらに農業資源の活用方法を評価し，将来の可能性をさぐるといった実
用的意義も大きかったものとj芯われる.
農業地域区分の実際の手)1民に関しては様々な 1~:\õJJ芭があるが，基本的には(1)農業の属性を示す指標の
選択とその適切な表現，および(2)その指標をいかに組み合わせたり統合するかという 2点を考慮する
必要がある川. )主留川iによると 15九世界および 1:1木の農業地域i玄分の指標として，まず人文現象を規
定している自然因子をとることから出発し， さらに自然・人文阿条何二をとる方法に進んできた. しか
し，現実の;農業現象とそれを規定すると考えられる因子との関係が不明|旅なため，直接地域の農業を
構成する機能的要素をいくつか取り上げるようになった. D. ¥^1hitt1eseyの』世界の農業地域の場合は，
周知のように，作物と家畜の組み合せ，作物を成長させるための方法および貯蔵法，労働・資本・機
関および、生産物の土地への投下度，生産物の志向〈自給用か換金用か)，家屋および農場の鳩設の 5つ
の指標が取り上げられた しかし，このような方法では，指標相互のウエイトのつり方や組み合せ方
が困難であり， さらに境界決定の際に主在!1l!¥J要素が多く入るという問題がでてきた.そこで，各要素
をもっともよく表現すると考えられる指標を lつだけ選択する方法がとられるようになってきた 日
本の例では農業経営や耕作景，土地利用景，集約度，農産物所得型などが総合的指標として検討され
てきた. もう lつの方法としては，近年の大型計算機の発達によって，多くのj:民擦を客1@¥1拍手JI民で組
み合せることが可能になった.多変量解析による研究事例が多く試みられるようになってきた.
南オンタリオの場合も，当初は複数の農業要素を組み合せる地域区分の方法が試みられ，作物と家
畜の分析，労働投入量"土地利用，農産物PJx売額などの要素が取り上げられ，主として経験的判断に
基づいて紐み合されていた. しかし，近年で、は農産物販売額構成やそれに基づ、く農場類型をH佐ーの総
合指標とし， ウィーパーの組み合せ分析法を適用したり，多揺標を用いた多変量解析が行なわれるよ
うになった.南オンタリオの農業地域区分を考察するにあたって，これまで述べたような指標とその
統合の方法の一般的変遷過程に従って，検討していくことにしよう
E 伝統的農業地域区分
ll-l 自然条件による農業地域区分
農業地域を区分する|探lこ，気候や地形，土壌などの自然条件に着目する方法が早くから試みられた.
気候環境に重点をおいた H.Engel brechtが1930年に発表した世界の農業地域区分はその例である 1s) 
南オンタリオでは自然条件がきびしく，それが農業を規定する度合は大きいので，農業の基盤として
の気候条件の検討やm，地質・地形・土壌条{よ|二などの分析がなされている 18) 中でもカナダ環境省に
よる「農業のための土壌評価 (SoilCapability for Agricu1tture)Jは， 5万分の l地形図をベース
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マップとして主要居住地域をおおったもので詳細をきわめている 19) 最も良好なクラス 1(普通の畑
作物栽培に何らの障害のない土壌〉からクラス 7 (農業的に全く価値のない土壌〉までの 7段階に分
類されている.
このような自然環境自体の分類や区分は多く試みられているが，農業地域区分とみなすことができ
るものは， L. J. Chapmanと D.F. Putnamによるものが唯一の例であろう 20) この研究も本来の
目的は，基盤岩と堆積物の組成に着目して，南オンタリオの土壌と地形の記述を行なったものであれ
農業の地域差の解明をめざしたものではない・ しかし，前半の基盤岩，氷河の作用と南オンタリオの
地形発達史の考察，モレーン・ドラムリン・エスカー・レス砂i擦などの説明，そして主要河川の水文
環境の分析に続く自然地区 (Physiographicl~egion) ごとの記述の中心は， 自然環境と農業の形成過
程，農業的土地利用・農業景観である.南オンタリオの地誌や農業の基本的な教科書として利用され
てきたほか，農業改良普及， 自然保護，地域開発計画の重要な文献となっている・ 1984年 7月には第
3 }援が出版され， 1981年の国勢調査による新しい農業統計や人口，水文・気候資料によって大幅な改
訂が行なわれた21)
この研究では，主に基盤岩の地域差に基づいて，南オンタリオが 5つの自然地域に分けられた22人
それは， (1)ナイヤガラエスカープメントからエリー湖とヒユーロン湖に至る広大な半ドーム状の地j或
と(2)ナイヤガラエスカープメント地域， (3)カナダ楯状地とオンタリオ湖にはさまれた南i宇オンタリオ
地j或， (4)セントローレンス川とオタワ)1の問の低地，そして(δ)先カンブリア時代の岩手玉を基盤とする
北部地域である. これらの主要地域はさらに氷河堆積物に基づいて細分され，結果としておの自然地
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j或に区分された(第 21~).
ナイヤガラエスカープメントの西に広がる南西オンタリオは大きな地形単元であるが，最も対照的
な内部差はゆるやかに起伏する台地状の漂磯土平野と五大湖に接するかつて湖底で、あった砂質や粘土
質土壌の地域である.両者の対照性は，気候と自然植生の違い，野菜や果樹，タバコなどの特殊作物
が卓越する湖岸地域と家畜と飼料作物を中心とする台地上の農業の差によって一層明確になる. この
地域には，マニトウリン， コックパーン，セントジョーゼフの各島を含む27の並地域(第 2図に示さ
れた 3から29までの地域〉が含まれる. ここは南オンタリオの農業の核心地域である
ナイヤガラエスカープメントは，南オンタリオで最も明確な地形白勺不連続線をなし，ナイヤガラ半
島から北に伸び，ブ、/レース半島を経てマニトウリン島に至っている. 傾斜が急であることと土壌が薄
いため農業に適さず，森林として残されている. この念、崖は交通のi嘩害となったが，一方で、は念、産に
かかる滝を動力源として，水車小屋や発電所が設けられ，初期の工業と居住の仁iコ心となったまた急
崖を構成する石灰岩は建築材として重要であった.
~~I千コオンタリオはナイヤガラエスカープメントの東の楯状地とオンタリオ湖に阻まれた地域で 13の
亜地域(第 21亙の 2と30から41までの地域)から成る. この地域のi也形は基盤岩より氷河の堆積物に
よって構成されている.モレーンの丘陵地と漂磯土の平野からなるこの地域の農業経営規模はオンタ
リオ州の平均よりやや大きい.過去50年の間に 3分の lの農業人口カミ減少した.牧草とトウモロコシ
栽培が主体で，酪農，肉牛肥育，養J家などが行なわれる.オンタワオ湖岸には園芸農業や果樹栽培が，
シムコ湖の南のホーランドマーシュは野菜の大生産地となっている.
セントローレンス)1とオタワ)1の開の東オンタリオは，砂質土壌と粘土質土壌の平野で、あり， 1の
亜地域(第 2図の42から52までの地域〉から成る.比較的土壌条件に恵まれており，アノレアアノレファ，
オート麦，大麦， トウモロコシなどがよく成育する.主要農産物である牛乳はオタワを初めとする都
市の市乳とされるほか，この地域に立地する加工工場でチーズや粉ミルクに加工される.
第 5番目の地域は，先カンブリア時代の基盤岩から成る楯状地であり，第 21翠の53，54， 55の地域
の範囲である.この地域では花コウ岩やその他の火成岩，変成岩がむき出しになっている場所が多
く，また土壌があっても浅く砂質で酸性のものが主である. したがって，大部分の地域が非農業地域
となっている. しかし，場所によって粘土質土壌が発達しているところがあり，牧草やオート麦，大
麦，サイレージ用トウモロコシが栽培され，それを飼料に肉牛肥育カミ行なわれている.
この研究で提示された5つの地域は，地形的な条件に基づくもので、あったが，南オンタリオ農業の
地域差を考えるi擦に極めて重要なものである.また， 52の個々の亜主也域の農業現象の説明は，農業が
自然現象と直接関係が深いだけに，それぞれの場所の特性をよく捉えている
11-2 作物と家畜の分布による農業地域区分
1) J. R. Whitakerの農業地域足分
作物と家畜の分布に基づいて南オンタリオの農業地域区分を試みた最初の研究が， J. l:x. ¥iVhitaker 
によるものである 23) この論文の目的は南オンタリオの酪農の分布と農業経営における酪農の重要性
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を確認し，それが従来の世界や北アメリカ大陸の農業地域区分の中で正当に評価されているかどうか
を検討することである まず，彼自身の野外調査と牛乳加工工場や乳牛頭数，牛乳の生産量の統計か
ら作成した分布図によって，次の結論を得た. (1)酪農ーは南オンタリオ全体にわたって発達している商
業的農業部門で， i沼状地にもかなり浸透している. (2)酪!践の密度が高い地域は，南オンタリオ西部の
内陸部から来に延びセントローレンス低地に至っているが， さらにこの I~二I での主要中心は，オックス
フォード地域とレノックス地域の 2つであり，これに次ぐものとしてトロントの後背地のヨーク地j或
がある. (3)オックスフォード・レノックス・ヨーク地域では農業経営内でも酪農が最も重要なもので
ある.酪i践の重要性が低い地域は南西端のいわゆるオンタリオのコーンベルトと，ナイヤガラ半島の
果樹地域である. (4)掲状地とエリー湖岸のノフォーク地域では農業経営内の酪農の相対的地位は高い
が，これらの地域の総農家数が少いため，景観的にも牛乳生産量からも酪農が重要とはいえない.以
Jこから， Vlhitakerはオックスフォード地i或からヨーク地域を経てレノックス地j或に至る首長i長JliJ或を
画定した.
次にこの南オンタリオの酪農地域がどのように従来の研究で取り扱われているか検討したまず，
n. Hartshorneが北アメリカの酪農地域の研究の中で， r南オンタリオでは高度に多様化した農業シ
ステムの I~=l で酪農はマイナーな要素にすぎない」と述べたことに対してω， '¥ベlhuaker・は南オンタワ
オのほぼ半分の地域で絶対的にも相対的にも酪農が重要であり，北アメリカの酪農地域の一部として
示すべきであると反論している.
。曲 E.Bakerによる北アメリカの;農業地域区分では，楯状地を境界にして南のオンタリオは「牧草
と離農地域」とされているお) Bakerの基準に従って牧草やトウモロコシ， } J，麦，林業の重要性を検
ると，確かに大部分の地域が f牧草と酪農地域」に含まれ， Bakerがナイヤガラフルーツベルト
を草地域として認めたのも正当であると評価できる. しかし，楯状地の南端が「牧草と酪農地域jの
北rll~ とならず，このj也域はlJThl状地にかなり入りこんでいること，エセックス・ケント 1:j'ßから成るオン
タリオコーンベルトを分間』するべきであるという主張がされている(第 3-a図).
R. Hartshorneと S.Dickenによると，南オンタリオには「トウモロコシー小麦一家畜J，r小穀
物一家畜J，r園芸と商業的果樹国J，r牧草ー牧場一家畜」の 4つの農業類型が含まれる 26) この区分
では，酪農が家畜から分怖されていないが，彼らが1934年に試みた世界の農業地域区分では「牧草一
牧場一家畜jの1=1コに， F;ミi牛生産中心と酪農中心という 2つの亜地域を認めている. この方法を適用す
ると第 3-bl翠のような農業地域区分が得られ，この方が南オンタリオの実情によく合っている.
さらに D.'¥Vhittleseyの世界農業地域区分においては，南オンタリオの全域が f商業的酪農地域j
とされている 27) ¥tVhittleseyの主張に従うならば，まず，ナイヤガラフノレーツベルトを「園芸地域j
として分離し，さらに「混合農業地域」を分けるべきであろう.第 3-cI~には北の境界線が引かれ
ていないが，それは楯状地は彼等がいうような「非農業地域Jではないからである.
以上のような vVhitakerの研究は，世界スケールや大陸的スケーノレの地域区分の方法が，南オンタ
りオにはたして適用できるかどうかという問題をもっている. しかし， 1931年の農業センサスによる
作物と家畜のデータを基にし，野外調査によって得られた知見をあわせて，南オンタリオの基本的差
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a) O.E.Bakerの方法に泰づ〈農業地域区分
b) R.Hartshorne・S.N.Dickenの方法に基づ〈農業地域g分
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c) D.Whittleseyの方J去に基づ〈農業地域区分
第3図 J. R. ¥i'lhitakerによる農業地域区分 (1940年〉
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去二を捉えたものとして評価できょう. 1931年l表の南オンタリオは，第 3図からも明らかなように，大
部分の地域で肉牛生産が卓越するいわゆる商業的混合農業が広がっており，オックスフォード・レノ
ックス・ヨーク地域を中心に商業的酪農がみられた特殊農業地域としては，ナイヤガラ半島の果樹
井支培地域とケント・エセックス郡のコーンベルトがすでに形成されていた.
2) R. R. E:ruger ancl R. G. Corclerのj長業地j或区分
1974年に発表されたカナダ地誌の教科書に示されている農業地域区分であるが，作物と家畜の分布
図と長年にわたる筆者らの野外調査の経験から作成されたものである 28) 特に分類の基準は示されて
いないが，景観的に自立つ園芸農業地域や果樹・タバコ栽培地域などが強調されている(第4図).
この農業地域区分によると，南オンタリオの大部分は混合農業地域とされ，大都市に近い農場は酪
;農に専門化しており，朝日7から速い農場は肉牛肥育に経営の中心を置いている.養!I家と養鶏は地域全
体にわたって分布している.年ごとにそれぞれの農場がどれか 1つの家畜タイプに特化しつつあるが，
それでもかなり多くの農場では肉牛や豚，ニワトリをともに飼養している.大部分の混合農業を行な
う農場では， トウモロコシ，大変，小麦，オート麦が栽培されている.南オンタリオの南西部のみが
元来実取りトウモロコシの栽培に十分な成長期間がある地域であったが，短期間に成熟する新しいハ
イブリッド種が普及し， しだいに「コーンベルト」が東や北に拡大している.
換金作物に強く依存する地域もある.南オンタリオの南西端では大量の実取りトウモロコシや大豆
が生産されるほか，豆類やトマトなどのカンヅメ用作物が栽培される.濯慨も広く普及している. リ
ーミントンやノ、ローの周辺では，春の到来が早く，暑い夏をむかえるため，野菜や果実を他地域に先
がけて出荷することができる. カナダで最も重要なタバコ栽培地域がエリー湖岸のノフォーク地域に
感~)毘合献(艶旗開)
図混合農業(ー輔)
?
01OOkm 
o換鮒物
(トウモロコシ.大豆.カンヅメ周作物)
第4函 R. H. KrugerとR.G. Corderによる農業地域医分 (1974:9三〉
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立地している.この地域の温暖な気候とlY質土壌が，黄色種タバコの栽培にとって重要である.また，
オンタリオ湖岸とジョージプ湾の一部は男毛樹地j或となっており，ことにナイヤガラフルーツベルトは
ブドウ，桃，ナシ，サクランボ，プラムを生産するー
この地域区分は，教科書に示されていることもあって模式的でi升決である.ナイヤガラフルーツベ
ノレトを中心とした Krugerらの長年の野タト調査のj戎果が生かされており 29)，南オンタリオの農業地域
の基本的構造を示しているものと考えら ~Gる.反面，主観的な側面から強訴されすぎる地域があるこ
とは否定できない.オンタりオむ~j北岸の果樹地域や南西部の酪農地域はその例であろう.北部の楯状
i也は対象となっていない.
3) L. G. Reedsの農業土也j或区分
1955年にトロント大学に提出した L.G. Reeds の学位論文の課題として，南オンタリオの農業に
とって地形と気候と土壌の重要性を評価し，農業発展に適する自然条件を確認することがあげられて
いる.次いで，農業開発の歴史を地理学的に検討し，そして農業の分布の変化をひきおこした要因を
さぐること，さらに， 1951角三の農業現象の分布を明らかにし，このうj-布パターンと自然的・歴史的・
経済的・社会的・文化的条利二との関連を+会討することによって，農業の地域差を説明することが目的
として示されている 30)
1951年のセンサスを用いて改良牧野，牧草，タパコ，オート麦，旋果類と野菜類， ミックストグレ
ンー，小麦，果樹!蓋]， トウモロコシ，馬主令著，大麦， カブ類，その{也の豆類，シュガーピート， ソパ，
亜麻， ライ麦といった作物の分布と，乳斗二， [均斗二， J家，ニワトリ， )高，羊，七面鳥， ミツバチ，家畜
単位の分布， トラクター ， トラック，搾手L機， コンバイン，脱穀機， 自動車，電気の普及率などの農
業機械・装備の分布，農村ノ¥口率，経営支克模のづj-靖日に関する検討を行二なったそして，農業景観を中
心とした野外調査の結果をふまえて， 1951年の農業地域!玄分図を作成し，南オンタリオを29の地域に
分けた(第 5図).他方では， 同様の手法によるセンサスデータの検討-と，オンタリオ農業委員会の報
告書，その他の農業史料に基づいて， 1880年の農業地域!玄分図が作成された. 1880年は南オンタリオ
の開拓がほぼ完了した時期であった.
Reedsは現在の農業的土1:也利用パターンを理解するためには，過去の農業地理を復元し，現在と過
去の変化および変化をおこした動態的要因について考察することが有効な方法であるという認識のも
とに， 1880年と 1951年の農業地域を比較した31)
1880年の農業地域区分をみると(第 5図)，小麦が最も重要な換金作物であり ，Jト麦生産に中心をお
く一般農業 (GeneralFarn'"ling)， すなわち混合農業に分類される地域が南オンタリオに広がってい
た.伝統や人間的要素が初期!の農業発j廷に重要な役割を果たした.たとえば，家畜飼養は定期市が関
かれる町の周辺で発達したし，亜麻栽培はドイツ移民が多い地域で盛んであった.オックスフォード
郡の酪農の発展は，ニューヨーク十¥'¥0)チーズ製造者がこの地方の友人を1863年に訪ねたことに起因す
る.東オンタリオのチーズ工場も隣接するニューヨークチH;6oら導入されたものであった. 1880年頃ま
でにコーンベノレトの輪郭ができあがっており， トウモロコシや小麦を宮司料に養!J家業が行なわれていた
このエセックス・ケント郡はタバコ栽培の中心でもあった.この当時は果樹!雪山南オンタリオ全域に
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位面積当りの生産は科学的プゴ法と機械化によって，飛躍的に増大した.機械化や労賃の上昇， 経営コ
ストの増加に伴って，多くの農場が統合されたり，規模が拡大されたりした.農村人口率は1880年の
78%から29%へと減少してレ¥った.農地が減少し， 農業者の数が少なくなっているにもかかオつらず，
生産量は増大した.
1951年になると，ノフォーク地域を仁f:!心に新しくタバコ栽培が発達した第一次i止界大戦i冥から紙
パコが普及し始め，そjもに適した黄色種タバコの栽培にとって条件の良いこの地域に，エセック
ス・ケント郡から立地移動カミおきた32) オックスフォード地域とトロントの後背地域，そして東オン
タリオのレノックス・ダンタf ス地域で酪農が拡大した.オックスフォード地i或で、は j苛辺の者I~子行の発達
によって市乳需要が増大し， トロント周辺も近郊酒告農地域という性格をもつものに発達した. 東オン
タりオでは長年の間季節IY07泣チーズ生産が中心であったが，栽培期間の短い穀物の導入と購A 飼料に
よって牛乳の周年生産が可古住:になったオックスフォード地域を中心にした西部の酪農地域で、は，酪
農の発展とともに脱脂粉乳を飼料とする養Jl哀が11:ゴミした そしてかつてのコーンベノレトでのま宅)J奈は後
退した そのほかに，ノト麦非主培が南il端に集中するようになり，ここではまた野菜や果樹， トマトや
豆類などの換金作物栽培が三苦しく発達した.混土也有j:の排水事業により野菜地域が来Irたにつくられ，ジ
ョージア湾の果樹地域が形坊とされた南オンタリオ西部が農業の核心地となり，これを含む南部の平
坦地と楯状地の間の農業の対ーn骨ltがますます著しくなっていった また， トロントからハミノレトンを
経てナイヤガラフォーノレズに至るオンタリオ湖面ゴ辛ぞいのいわゆる「ゴールデ、ンホースシューjでは，
都市化・工業化によって農j也が急激に減少した.
これらの変化をおこした要原の l つは，果実や旦?菜，カンヅメ用作物の地域I~句集中，楯状地と平坦
j告の農業の差が一層大きくなったことにみられるように，自然環境の評価がより厳密に，経済効率を
高めるように行なわれるようになったことである. もう 1つは，都市化の進行であり，野菜 wや果実，
高産物への需要の増大とともに，農業と都市のゴ二土也利用上の競合が著しくなったことである.
Reedsの研究は作物と家蔭の分布を野外調査の経験に基づいて組み合せて地域区分を行なうといっ
た伝統的方法を路襲している. 1951年の地域区ヨケは莫大な基礎資料に基づくものだけに詳細なもので
ある.反面，全体のパターを把握するのがやや!翠莫mであり，すでに述べた Krugerらの場合と同様
に，区分の基準も明確ではない. しかし，大きな4寺徴はオンタリオ農業の基礎ができあがった1880年
と1951年の 2枚の農業地域!x分を比較し， 70年I'MJの変化とその要因を追求した点であり，自然的IEl子
と都市化に象徴される社会・経済的因子を指適した点については高く評価される
4) D. F. Putnamと R. G. Putnamの農業上也域区分
この農業地域区分も Krugerらの;場合と向様に， カナダ地誌の教科書に掲載されたものである.方
法はセンサスの作物と家畜， 農地，農業者に!認する等{直線の分布留を作成し，野外調査の経!段を含め
て，農業地域i玄分を行なっ7こもので， L. G. Reedsの場合と同様である.ただ，教科書という性格か
らか，細部が捨象されている. 1952年に最初のものが発表され33〕，その後196MI三の統計を用いた新し
い結果が発表されω，両者の変化が検討された(第6図).
1941年の農業地域区分では，以下のような10の主也域が確認された. (1)トウモロコシ地域(CornBelt) 
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第6図 D， F， Putnamと R.G. Putnamによる農業地域区分 (1970年〉
はエセックス郡とケント郡から成り，多くの特殊作物を含む混合農業地域である.実取りトウモロコ
シ，シュガービート，タバコ，果実や野菜， トマトや豆類などのカンヅメ用作物が中心である (2)ナ
イヤガラ果樹地域 (NiagaraFruit Belt)はナイヤガラエスカープメントとオンタリオ湖の問に位置
し，カナダ最大のブドウと桃の産地である. (3)タバコ地域 (Tobacco~Belt) はノフォーク郡の砂質土
壌を中心とした黄色程タパコ栽培地域である.果実とカンヅメ用作物の栽培も盛んである. (4)湖岸果
樹野菜地域 (LakeshoreFruit and Vegetable Belt)は，オンタリオ淑岸のトロントとノ¥ミノレトン
の問に広がる砂質土壌地域で， リンゴ，イチゴ， トマト，野菜が生産され， トロント市場に出荷され
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る (る)オンタリオ北岸果樹・野菜地域 (NorthShore of Lake 0川arioFruits and Canning Crops 
Belt)はオンタリオ湖岸ぞいにトロントからキングストンまで延びる地域で， りンゴ，スイートコー
ン， トマト，豆類などの栽培が行なわれている. (8)西部酪農地域 (¥VesternDairy Belt)はオシャワ
からロンドンに至る範囲に広がっている この地域には多くの都市が立地しており，大量の市乳の需
要がある. (7)東部酪i農地域 (EasternDairy Region) はへースティン~:iI)i)O\らケベック州、u克にまで延び
ており，オタワとモントリオーノレへ市乳を供給するほか， この地域のチーズ工場へ出荷される.比il安
!杓土壌条件の良いダンダス君/)を除いて，搾乳は夏季に眼られている.(8)混合農業地域(GeneralFarm-
ing Be1t)はエリー初とヒユーロン湖の湖岸からトレントに至る広大な範留に広がっており，作物と
家畜が組み合されている.一般に農場収入の70%以上が畜産物からのもので，肉牛と!l哀が主要な家畜
である. (9)レンフリュー混合農業地域 (RenfrewlVIixed Farming Belt)はオタワバレーのノj、さな地
域で，肉牛と羊と )l哀が主な収入源、で、あるが，採種用の穀物やクローパー，豆類も重要である. (10)台地
地域 (HighJand)では農業が点在するにすぎない.農業は自給的で、兼業が行なわれている.農外就業
を除くと，牛乳と肉牛が最も重要な収入源で、ある.
25年/'1号の問の変化として，東オンタリオの酪農地域の一部が混合農業地域に変ったこと， f-:~ï1財布の
トウモロコシ地帯が拡大することによって，南西オンタリオに混合農業が広がり，かつての豆豆部酪農
地域はその並地域と考えられるようになったことがまずあげられる.西北部では豚や肉牛，羊から主
要収入を得るようになり，北部ではますますj農業が後退した小さく分散している特殊農業j地域とし
て，ナイヤガラ果j苦μ也域とノフォーク君I~のタバコ地j或， ジョージア湾の果樹地域があるほか， 湿地千誌
の排水事業の進展によってホーランドマーシュやテッドフォードマーシュなどの野菜地域が?杉成され
た.オンタりオ湖岸では都市化が進み，園芸農業地域が消えつつある.
この農業地域区分も経年的な変化をみることによって，南オンタリオ農業を動的に捉えている.最
後に，近年のトウモロコシや穀物の拡大によって南オンタリオ全体を混合農業地域と考え，それぞれ
の地域差を亜区分で示すことができるという1:旨適は興味深い.ただ1966年のそれぞれの地域の性洛が
明確に示されていないこと，変化した部分が整理されておらず，その要因にもふれられていないこと
がものたりない点である.
II-3 農産物販売額と労働投入量による農業地域区分
1) I. S. McArthur と].Cokeの農業地域区分
アメリカ合衆国の場合と同様に， カナダにおいても農務省が早い時期にi民業センサスの結牙ミを用い
て研究をすすめ，農業の地域類型の設定を試みた.その最初の成果が， 1931年のセンサス資料，に基づ
く McArthurと Cokeの研究であった. これはカナダ全土を対象としたが，分析の密度がお五かいの
で，南オンタリオの部分を取り/1¥して検討することが可能であると考えられる 35)
この研究はカナダの農業地域の類型を設定し，それらの区分を試みることを目的としている.結果
は次の 4つの手JI演で記述されている.まず， (1)カナダの農業の類型あるいは農業の地域差をさ!三じさせ
る要因について検討し，次に(2)それぞれの州の農業類型を列挙し，入植以来の変遷を参考にしながら，
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第 1表標準労働投入量
作物・家畜 生産労働単位〈日〉
lエーカー当り
表 2.0 
大 麦 2.0 
オ 表 2.0 
フ イ 麦 2.0 
ミックストグレーン 2.0 
その他の穀物 2.0 
牧 立土 1.0 
j高 主令 落 10.0 
根 tヌzーf す立 15.0 
その他の作物 2.0 
果樹悶とブドワ!蓋 12.0 
間 ~一1r 刊三 物 20.0 
1頭当り
15.0 
その他の牛 2.0 
当主 0.5 
日夜 3.0 
9rJ f、J白3 0.3 
その他の家禽 1.0 
1. S. lVIcArthur and ]‘ Coke(l939)による
農業開発について論ずる. さらに， (3)作物と家畜について
カナダ全体の分布を検討しながら農業類型を要約する.そ
して， (4)農業類型の境界設定の方法を示す.
農業類型およびそれに基づ、く農業地域区分は，それぞれ
の作物を栽培したり，家畜を飼養するために必要な労働投
入量を指標とした.まず，それぞれの作物 lエーカー当り
の必要労働力とそれぞれの家畜 i頭当りの必要労働力を求
め，これを「生産労働単位 (Productive-man-¥へTork-unit)J
と呼んだ.オンタリオ州における標準的な生産労働単位は
第 l表に示す通りである たとえば 1エーカー当りのノj、安
栽培に201時間の労働力が必要な場合，生産労働単位を 2と
し， 1頭当りの乳牛飼養に 150I時間要するとすれば，生産
労働単位を15とした表類の生産労働単位は 2であり， j15
鈴薯10，果樹園12，乳牛15，J家3などと経験値によって決
められた.センサスの最小単位で、あるタウンシップごとに?
それぞれの農業経営部門の生産労働単位の百分率を求め，
これによって農業類型を設定した3u) 生産労働単位が 100
より低いj也j或は，それぞれの地j成の状況に応じて，開拓
(Pioneer)，兼業 (Part-time)あるいは自給 (Self司suffici時)とよばれる.
この結果，カナダ全域が 166の農業地域に区分され，南オンタリオは第 7図に示すように 110番か
ら127番までの 18の地域に分けられた(第 7Ig]).農業生産が高度に専門化している地域は最南西端
のヱセックスとケント地域である (118番と 119番). これらの地域は長い成長期間に恵まれ，他地j或
では栽培が不可能な多くの作物が生産される.その lつが実取りトウモロコシである (118番).エセ
ックスとケント地域はタバコの生産地でもあり，シュガービートもここに集i宇している.養鶏， )誇鈴
薯・タマネギ・小麦もこの地域の重要な生産物で、ある(119番). ランプトン， ミドノレセックス，エノレ
ギンの諸郡では肉牛を中心とした畜産への依存の程度が高いが，豆類，シュガービート， トマト，野
菜なども重要である(113番). さらに北では，羊と肉牛そして!ほの飼養が盛んになり，牧草と飼料用
穀物が主な作物である(111番). フツレース半島の生産物は， 1均止i二と豚，羊である (110番).南西オン
タリオの中央部， パー ス， ワータールー， ウエリントンの各都はどの農業にも特化していない (114-
番). I均三i二も乳牛も飼養され， Jjまの頭数も多い.穀物は主に自家用であるが余剰は販売される.
酪農は南西オンタリオのほぼ全域で重要であるが，オックスフォード郡がその核心である (117番).
その南のノフォーク郡では過去15年の問に農業が大きく変化し，伝統的な混合農業から，黄色種タバ
コやカンヅメ用作物などの換金作物栽培に専門化した地域が多いが，周辺のプラント，ノ¥ノレデ、イマン
ド， ウエランドi~"~では依然として，酪農と養)j家，養鶏と飼料作物栽培を組み合せている (120番).ナ
イヤガラ半島のうちオンタリオ湖とナイヤガラエスカープメントの問の地域は，主としてブドウと桃
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第7図 I. S. iVIcArthur・とJ.Cokeによる農業地域区分(1939)
110.ブ、ノレー ス半島:[3~牛・羊， 11.北プノレース・グレイ:肉牛・羊.fl乳 112.ダフェリン・
シムコ:肉牛・豚・果樹・馬鈴薯:・羊・小麦， 113.ヒユーロン湖岸諸郡:肉牛・乳牛・家禽
・豚， 114.ワーターノレー:家禽・ Jj家・カブ・馬鈴薯， 115.北部ノリレトン・ピーノレ・ヨーク:
酪農・馬鈴薯・ )j家・家禽・採種用クローパ， 116.ナイヤガラ半島:果樹・ Mlf菜， 117.オック
スフォード:酪農・家禽) 118.エセックス:題芸・タバコ・小麦・家禽・豚， 119.ケント:
シュガーピート・トウモロコシ・タバコ・小麦・家禽・豚， 120.エノレギン・ノフォー ク・ノ、
ノレデ、イマンド:カンヅメ用作物・タバコ・果i哲・酪農・豚， 121.ハミノレトン・トロント・キ
ングストン・オンタリオ湖III~: :果樹・野菜・酪農・家禽) 122.ピーターボロー:酪農・肉牛
・羊， 123.ダラハム・ノーザンパーラン北部3 へースティング:酪農・家禽・豚・羊， 124. 
プリンスエドワード:カンヅメ用作物・果樹・酪農， 125.レンフリュー・ラナーク:肉牛・
乳牛・羊) 126.東オンタリオ:酪農.)j家・家禽， 127.オタワ:酪農・菌芸・馬鈴薯・家禽，
108と109は研究i也i或fこ含まない
などの果樹生産で知られている (116番).
オンタリオ湖の北j辛地域は園芸農業と果樹栽培に専業化しており，生産物はトロントとハミルトン
に出碕されるく121番). この地域の北で、は混合農業が卓越し，酪農や養!J家，養鶏などと馬鈴薯や採種
用クローパなどの栽培が行なわれている(115番). さらに北にゆくと，家畜と穀物を組み合せる多角
経営が発達しており，馬鈴薯とリンゴに特化する小地域が含まれる(112番).
シムコ湖の北の地域は地形条件が悪く，農業に適さない場所が多い.点在する農業は肉牛J]巴育が中
心である (122番). ピクトリア・ベターボロー・ノースへーステイング;n!)も地形条件に恵まれず肉牛
肥育が主な農業活動で、あるが，酪農や養!J家，養鶏，馬鈴薯と採種用クローパの栽培が卓越するところ
もある (123番).南の湖岸地域ではi翠芸農業や果樹栽培が盛んである(124番). レンフリュー・ラナ
ーク・カールトン郡では， 肉牛と手しょ|二) !l家，羊，家禽など家畜生産が中心である(125番).
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セントローレンス川とオタワ)1にはさまれた東オンタリオは夏のチーズ、生産で、有名である (126番).
オタワ周辺では園芸農業と酪農，養鶏，馬鈴薯栽培がみられる (127番).
この研究の特徴は地域区分のための指標選択を厳密に行なっていることである.生産労働単位とい
う総合的統一指標を採用した点では極めて近代的性格をもっている.ただし，それぞれの農業経営部
131への標準労働投入量は，土地条件，経営規模，そして時代の推移などで容易に変わるという難点が
あり， この研究で、変動が大きいという意味で耳元りあげられなかった農産物販売額と共通する面がある.
単位地匿としてタウンシツプが用いられ，詳締な分析が行なわれた点も高く評価できる.ただ，農業
類型設定の基準が明確にされておらず， ~I~';常に類似している農産物構成をもっ地域が別々に取り 扱わ
れていることが不審なところである 農業地域全体の基本パターンの捉え方は，これまで検討してき
たやや主観的性格の強い地域区分と整合し，妥当なものと思える，いずれにしろ， 1931年の南オンタ
リオにおける農業の地域差を示す貴重な成果である.
この研究ではカナダの農業の地域差を生み出す要因として，気候と土壌と地形といった自然条件と
市場の大きさや加工工場の存在，そして交通条件などを主なものとしてあげている. さらに，土地所
有関係，資本の得やすさ，技術的水準などの条件も考察している.
2) s. C. HudsOllらの農業地域区分
農務省経済局が中心になって， 1941年の農業センサスに基づいて試みられたのが HudsOllらの農業
地域区分である 37) 内容は1931年の McArthurらのものに類似しており，カナダ全体を対象とし，農
業類型を生じさせる因子と主要農産物の分布，そして各州の農業地域の概要が説明されている. 1931 
年の場合と異なるのは，農場類型を設定し，カナダ全体の類型分布図を作成したことである.農場の
類型化の}旨襟として，農産物販売額と自家消費農産物の価値，農外収入を含めた総収入に占めるそれ
ぞれの農業経営部門の収入の割合が用いられたお)南オンタリオに分布する主要農場は，西南端の穀
物農場とシュガービート農場， ノフォーク地域のタバコ農場，オンタリオ・エリー湖岸の果樹・野菜
農場，やや内陸の酪農農場，西部の|均牛農場，そして全域に広がる養豚農場である. 自給的農場と兼
業農:場は南オンタリオのほぼ全域に広がっている.
次いで，タウンシップを単位地区として，総収入に占めるそれぞれの農業経営部門からの収入の害IJ
合で農業類型を決めた.そして類似の単位地区を統合して農業地域区分を作成した この際に，生産
労働単位の分布を参考にした兵体的な手順としては，まず，自家消費農産物の佃i1，庄が35%以下の地
区を部業的， 35~60%の地区を半商業I~ZJ，さらに60%以上の地区を自給的とした農外収入が総収入
の40%を越える場合を，兼業地区とした農産物類型に基づく類型化としては，ある農業経営部門の
収入が総収入の50%以上を占め，第2位の部門の収入が第 l位部門の収入の50%以下で、ある場合，第
l位部門で特色づけられる地区とした.第 l位と第2位の部門を合せて総収入の50%となる場合は，
第 2位の部門の半分以下の収入が第 3位部門からもたらされるという条件で，第 l・第 2位部門の地
区としたそれ以外は複合類型地区になったそれぞれの単位地区相互の類似性によって統合され，
自給的か商業的かといった経済類型は模様で，農産物類型は色によって付図に示され，それらの組み
合せで，カナダ全体で 198の地域，南オンタりオで22の地域に分けられた南オンタリオの場合，経
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関酪鐙再主 三;毘合農業
図間合
露題担
園畜脱会
皿作物単一
国園野菜・泉佐j単-
m 野菜・果樹複合
第8国 s. C. Hu仁150nらによる農業地域区分 (1949)
107-"-'128の地域の農業については第7表を参照， 106と107は研究地域に含まない。
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済類型からみると，パリーサウンド・ハリーパートン地域 (107番〉とレノックス・ピーターボロー
北部・ムスコカ地域 (108番〉が半商業的地域とされたほかは，すべて南業的地域となった. 第 8図
には農産物類型を模様で示した
南オンタリオの農業地域の概要は，次に示す通りである.南オンタリオの 1つの特:色は，特定の農
産物に専門化した地域をみい出すのが困難なことである. このような農業多様化の要因は，選択でき
る作物の種類にi隔があること，土壌条何二がさまざまであること，家苗や酪農製品の大市場が近くにあ
ることなどが考えられる 個々の地域の主要農産物は第 2表に示した通りである.
換金作物は南西端のエセックス郡やケント郡で最も重要なものであり，そこではトウモロコシ，タ
パコ，シュガービート， IJ家，肉牛，野菜が組み合せられている. r~オンタリオの多くの地域には家畜
単一型もしくは家畜複合?J~がみられる. ヒユーロン湖やジョージア湾に面する 1l'~や中北部そしてピー
ターボローに至る地域では，肉牛とIJ奈の組み合せが重要である.酪農単一型と酪農複合型は，南東部
と東部~こ卓越している. アノレンプリアー・レンフリュー・ペンブローク地域では，肉牛， 1I家，酪農に
加えて，飼料用穀物が農業収入源となっている.
カンヅメ用作物はプリンスエドワード島で最も重要な収入源で、ある. シュガーピートはランプトン
南部，西エルギン，エセックスとケントの郡で重要であり，タバコはノフォーク郡に集中している.
野菜と果樹はナイヤガラ半島の主要生産物で、ある.
シムコ湖の北からノースベイに至る地域では混合農業がみられるが，半商業的であり，農業に適さ
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j或 名
第2表 S. C. Huclsol1らによる南オンタリオの農業地域類型(1941年〉
鵠i ? ? ?
107 ，パリーサウンド・ノ¥リパートンi也j或
1081レノックス・ベーターボロー北部・ムス
コカj也j或
1091シムコ北部i也j或
110 I南西オンタリオ北部地域
111 !エセックス・ケント南部地域
112 ，リーミントン・キングスピノレよ出j或
113 I南ランプトン・百エjレギン地域
114 Iウッドストック・ロンドン・セントトー
マスj世j或
115 I Iごーチェスター・オックフォードタワン
シップス地j或
1161ノフオーク地j戎
1171ノリレデ、イマンド地域
1181ナイヤガラ半島i山或
119 Iワェランド・ブやラントフォード・ノース
ヨーク地域
120 I エューマーケット・ゲノレフ・ストラット
フォード地j或
121 Iトロント・ベレビjレ・レイクショー地J]IJ:
122 ，ベーターボロ一地域
1231へースティング・アディントン南部j也j或
124 !プリンスエドワード地j或
1251キングストン地j或
1261アノレンプリアー・レンフリュー・ペンブ
1¥コー ク j也j或
127 I ;オタワ南部・東部地域
128 IコーンクォーノレJfuJ或
l経済類型l農産附型| 主要農産物
王子I部業的|混合農業 i酪j丸畜産，林産物
グ i グ I 1畜産〉酪農，林産物
荷業 1:せ
???????
合 1)恥肉1:1二3 酪i農，果樹，家禽，園芸
肉牛， Jl乳酪農，家禽
業 lトウモロコシ，タバコ，シュガー
ビー ト， )j乳 F~~ l:j二， I歪|芸
! 
!/ 
H 果樹・野菜複合 i園芸，タバコ， J家
畜産複合 rJl乳 l拘止lニョトウモロコシ，シュガ
!ービート
酪農複合!酪jA肉正|二， J家
1 
11 
H 盟主農単 酪jiも Jl乳 Ij~ 1: 1二
町 作物単一|タバコ
畜産複合 l肉牛， J乳酪農，家禽
果樹・!llJ~莱単一|果樹，ブドワ，国芸
酪農複合|酪農，肉土lニ， Jl札家禽，果樹
畜産複合 IJl乳肉4ニ，酪j怠家禽
H 
H 
υ 
11 
H 
?
?
?
??
? ?
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?
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??
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S. C. B ucIson etμl (1949)による
ない場所も多い.肉牛と酪製15と林産物の組み合せが主要な収入源である
この研ダEは基本的には1931年ものを踏襲しているが，統一指標として農産物販売額構成比が用いら
れた点が異なっている そして生産労働単位は補助的に使用されたタウンシツプを単位地区として，
明確に地域類型の基準が示されている点が高く評価できる.区分の結果もこれまで検討してきたもの
と矛盾なく，明快なものである.ただ， 107番と 108番， 117番と 120番と 122番， 123番と 127番の地
域のように，経済類型も農産物類型も主要農産物もほとんど差がないものが別々に取り扱われ，地域
区分をやや複雑なものにしている点が疑問に忠われる 1931年農業地域毘分との違いは，タバコ池j或
が形成されたこと，北西部から中部にかけての地域の類似性が強くなったこと，西部から中部で酪農
と畜産が分化したこと，酪農専業地域が東部に出現してきたことなどがあげられよう
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話近年の農業地域区分
III-1 統一指標による農業地域区分
近年の傾向の 1つとして，農業の多面的な側面をよく表現する総合的指標を 1つ選ぶ方法がとられ
るようになったことがあげられる.南オンタリオを対象とした研究では，すでlこ S.C. Hudsonらの
研究がそうであるように，農産物販売額を取り上げているものが多れ The Center for Resources 
Developme凶 Universityof Guelphの研究では，タウンシップごとの農産4勿販売額構成比によっ
て， 1951年と1966年の農業類型が設定された39) 類型化の手順としては，まず， 単位地区であるタウ
ンシップの農産物販売額の75%以上を畜産物が占める場合「畜産型」とし，そのうち特に酪農が農産
物販売額の50%以上のものを「酪農卓越型J，1対牛が50%以上を占めるものを rI均牛卓jJA型J，その他
のものを「一般型j とした単位地区の農産物販売額の50~75% が畜産によって占められるものと，
穀物とその他の作物によって占められるもの，そして卓越する農産物がないものを含めて「混合農業
型j とし，その亜類型として， )1買に「畜産卓越型ム「作物卓越?J!lJ，r一般型」とされた. 圏芸作物
(野菜・果実・温室作物・苗木類〉と馬鈴薯・根菜類・タバコを合せると農産物只反売額の50%に達す
る場合を「特殊農業型Jとし，なかでも前者が50%以上のものを「園芸作物型J，後者が50%以上の
ものを「馬鈴薯・根菜類・タバコ型J，その他を「一般型」とした.rその他の型Jは牧草，飼料作物，
森産物などが50%以上を占める農業類型である
この研究は単位地区がどの農業類型に分類されたかをそのまま図示したもので、，本来の意味の農業
地域区分とはみなすことができない(第 91~1) しかし，いくつかの傾向を読みι取ることができる.
1951年には空間的に「家畜型jのうち「一般型jが卓越していたキングストン北部では「酪農卓越
型Jが，シムコ湖の東では f肉牛卓越型」がみられた. r混合農業型Jは分散しているが，北部のア
ルゴンキン自立公園の周辺，ケνド郡を中心とした南西部に連続して分布する土也域があった. 3つの
「特殊農業型」の地域があり，それはノフォークタパコ地域とナイヤガラ果樹地主域，そして南西エセ
ックス野菜地域であった.
1966&:j三の農業類型の分布を 1951年のものと比較すると， 1家畜型jが卓越することには変化がなか
ったが，その中で「一般型Jの範圏が狭くなり， I1均牛卓越型Jが楯状地やグレー・ブノレース郡などの
粗放的農業がみられる地域で拡大した.東オンタリオでは「一般型jが「酪農卓越型jに移行した
西高部では「畜産主主りのうちの「一般型jが減少する一方， 1混合農業型」の「家畜卓越型jと「作
物卓越型jが増加した.この 2つの原因は，実取りトウモロコシの栽培面積のi曽大であった. r特殊
農業型」の分布は大きえ変った南東ここセックスでは f圏芸作物型jが重要に 7旨り，ナイヤガラ地域
では連続的に分布していた「園芸農業型jが分断され，果耕地域が相対的に後i塁したことを示してい
る.都市化の影響記よって，温室作物や苗木類の生産が増加しているのが lつの原因で、ある.そのほ
かにいくつか新い'¥r特殊農業型Jの地域が出現した. トロント周辺の温室園芸地域や，ホーランド
マーシュの野菜生産地域がその伊jである. ノフォークタバコ地域は安定している.
この研究の目的ほ南オンタリオ農業の将来を探るものであり，そのためにすで、に述べた農業の類型
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第10函 TheCenter for Resources Development， University of Guelph 
による農業地域IR分(1972) 
を含めて，農地や農場，農業労働力，農産物販売額， j長外就業，経営規模，土地生産性，地価などの
分布が検討された. これらを総合して，農業の将来計四のための地域区分がなされた. P. D. Kedc1ie 
の解説によると 40〉，南オンタリオは IA地域:i、活状J:出j，iB 地域:東オンタリオj，iC地域:中南・
南西オンタリオj，iD地域:都市軸」の 4地域にi玄分された〈第 10I~). A地域では土地基盤が貧弱
で，農産物販売額が少し農業人口の老齢化が進んでいる.この地域の農業の将来は明るいとはいえ
ず，むしろレクリエーションのために資源を活用すべきである. B地域で相対的に農業不振な理由は
市場に恵まれないこと，農業経営者が老齢化して技術革新に対応できないことがあげられる.より積
極的な農業改良普及が望まれる. C 地域は高い生産力と活力のある農場の地域で，南オンタリオ農業
の核心地である.将来とも発展が期待される地域である.D地域はオンタリオ湖西岸の都市化地域で，
ここでは農業は直接都市的土地利用と競合している.土地利用変化に関する強力な管理が必要とされ
る地域である. この地域区分はおおまかなものであり，区分の基準も不明確であるが，南オンタリオ
農業の基本的地域差を示しているよう~こ思われる.
ところで，農産物販売額構成比から農業類型を決定する場合， どの程度の数値の水準で， 1つある
いは複数の農業経営部門を代表させればよいのかが問題になる.数学的に合理的と考えられる方法
が，アメリカ合衆国の土地利用研究を行なった].C. ¥iVeaverによって提示された組み合せ分析法で、
ある 41) B. K. Paulは D.Thomasによる Weaver法の修正法を用い，南オンタリオのそれぞれの
郡の作付面積構成比から作物結合型，家畜単位の構成比から家畜結合型，農産物販売額構成比から農
業経営結合型乞 1951年と 1961年，そして1971年と 3年次にわたって求めた42) この分析は，それぞ
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れの君1~における多数の作物結合型と家畜結合型，経営結合型を整理することなく分布図として示した
ため，農業地域区分としての意味をもたないうえ， 3年次の変動状況も明確に示すことができなかっ
た.
土井喜久ーによる修正ウィーパ一法を農産物販売額構成比に適用した!王l林の研究は，より精度の高
い分析を行なうためにタウンシツブ。を単位地区とし，複雑な農産物型を一般化することによって捉え
ようとした43) さらに，複数の年次の農業地域区分区iを同ーの資料と方法によって作成し，地域変化
を検討した(第 111~]). 結果は次の通りである.
1951'1三において最も広い範囲を占めたのが畜産地域であり，南オンタリオの南部から西部を経て仁jコ
部にまで至っていた. この地域では，家畜飼養とともに，飼料としてアルアアルファやミックストグ
レーン，小麦，大麦，オート麦などの栽培も行なわれており，いわゆる混合農業とよばれる農業経営
がみられた.東部では酪農・肉牛)]1::青池j或が卓j泣し，北部の楯状地で、は肉牛の重要性が高くなって|持
牛)J巴育・酪農地域となっていた. ノフォーク地域ではタバコ栽培地域が，ナイヤガラ半島では果樹栽
培地域が広がっていた. トロント周辺では園芸農業地域がわずかにみられ，南西部では馬鈴薯，豆類，
シュガーピート，タバコなどの畑作物地域が広がっていた西部では肉牛Jll::育・養豚が点在していた.
この1951年の地域区分は，先に示した TheCenter for Resources Developmentの結果とほぼ同ー
のものであった.
1961年になると，農業地域の全体的配置がやや複雑になった.楯状jおで、はこれまでの肉牛肥育・酪
農地域の仁I::Jに，肉牛j肥育地域i;iÒ ~7!~成された.東部では酪農・肉牛)JE青地域の 1=1::)に，酪農地域が出現す
るようになった中部での畜産地域は縮小し，肉牛}]E育や肉牛)IE育・養J]京地域が拡大した. トロント
周辺では園芸農業地域が著しく拡大し，逆にナイヤガラ半島では住宅地が果樹闘を蚕食し，果樹栽培
地域が後退した南西部では，実取りトウモロコシ栽培を中心とする穀物栽培地域が拡大し，畑作物
栽培地j或が縮小した.
1971年になると，楯状地は肉牛肥育地域となり，その辺縁部は肉牛lE育・酪農地域に変った. さら
に東部に向かうと，肉牛肥育と酪農の地位が逆転して，酪;農・肉牛肥育地域となる. さらにオタワや
そントリオールに近づくと酪農地域が出現する.オタワ周辺では，狭いながら園芸農業地域もみられ
るようになった.他方，西部や南部においては， トロント周辺の園芸農業地域と南西部の穀物栽培地
j或が一層発展した ァソレース半島は肉牛・酪農地域となった.ナイヤガラ半島の果樹栽培地域とノフ
ォーク地域のタバコ栽培地域は，イ亭滞傾向にみえる.
このように1951年と 1961年，そして1971年の農業地域区分を比較すると，南オンタリオでは土壌や
地形，気候といった自然条件と都市の影響で農業が変化し，農業地域が再編されていったことがわか
った. このように複数年次の比較を行なうと，基本的地域パターンの変化の中から，地域の性格や地
j或を変える要因を考察することができるということが大きな利点である.
国-2 多変量解析による農業地域区分
1) D.]. Sterretによる農業地域区分
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これまで述べてきた農業の類型化や農業地域区分は主観的性格が強かったり，総合的でなかったり，
さらに研究と研究の問の一貫性がなかったりした. これらの問題を解決するために， D. J. Sterretは，
因子分析法とクラスター分析法を用いた44) この研究は計量的手法を利用した先駆的なものであった
ため，実験的な試みが行なわれた それは，将状地の南の42の郡を対象として， 1966年の農業センサ
ス資料を用い，家畜，作物，作物と家畜，社会と経済，作物・家畜・社会・経済の 5段階に分けて因
子分析を行なうことであった結局，最後の段階の作物・家畜・社会・経済に関する52の変数を用い
て因子分析を試み，それによって得ーられた因子得点行列にワード法クラスター分析を適用し， 42の者1¥
を 8 つのグループに分けることが妥当であることがわかった.それを地図化したのが第12[~J であり，
mーグループに属する郡が 1つの在日を除いて空間的にほぼとまっており， このまま農業地域区分とみ
なしてよい結果になった.
第 1グループは最も多い 8つの君1¥を含んでおり，一般的性格をもっており「混合農業j地域と呼ぶ
のが適当である. このク、、ノレープは南西部から中部に広がるが， ワーターノレー・オックスフォード郡の
酪農・トウモロコシ経営，その他の肉牛・穀物経営，換金作物経営を含んでいる.第 2クツレー フ。は北
西部の 6つの郡から成り， r均牛・換金穀物J地域である. 東部の 5つの郡が含まれる第 3クツレー プ
は， i酪農・オート麦」地j或である.
これまでの 3つのグループと異なり，残りのクVレープは明確な性格をもっている. ケント・エセッ
クス郡から成る第4グループは， i換金作物j地域を示しており，第 5グループは楯状地が全域ある
いは一部を占める郡を含んでおり， i粗放的・限界」地域といえよう. この地域では経営規模は大き
いが収入は少し若年層の流出によって，経営者は老齢化している.羊の飼養と酪農が主要農業であ
感 Gr叫 1 日 Group5 
~ Group 2 • Group 6 
Group 3 皿 Group7 
。 lOOkm 富山 園川 8
第12図 D. Sterretによる農業地域区分 (1969年)
カナダ3 南オンタリオの農業地域IK分lこ関する研究動向 175 
る.ノ、/レトン・ピーノレ・ヨークの各都は第6グ、ノレーブ。に入る.温室園芸，苗木・花井栽培， レクリエ
ーション用の馬の飼育などが主な「アグリピジネスJ地域である.第 7クツレープは「果樹園芸・家禽J
i也域，第 8グループは「タバコJJ:也j或である
以上の地域の配置をみると，これまでの伝統的農業地域区分で示されたものと矛盾しないまとまり
をもっている.農場の経営規模，経営組織，経営者の年齢， i長外就業，農産物販売額，資本装備叡，
雇用労働力，作物別作付率，それぞれの家畜の割合に関する52の変数を基にしており，多面的・総合
的分析といえよう.多変量解析は地域を変えて試みても，研究者が異なっても一貫した結果がでる利
点をもっている. しかし，確かに客観的に多くの変数を要約したり，農業類型を求めることができる
が，最初の変数の選択の仕方で結果が容易に変化するという側面もある.従来の研究や対象地域に対
する知見を基に，慎重に変数を検討する必要があろう Sterret自身も述べているように，単位地区
としてタウンシップを用いれば，さらに詳細な地域差を検討することが可能となろうが，反面，第12
1ZIに示されたようなすっきりした区分になるかどうかは疑わしい.
2) M. J. Troughtonによる農業地域区分
1964年以来， J. Kostrowickiは地方レベノレの地域区分を積みあげ，世界の農業類型および農業地域
区分をつくる努力をしてきたそしてこの年に Kostrowickiを委員長とする国際地理学会農業タイ
ポロジー委員会が発足し， 1972年に第 1回目， 1974年に第 2回目，そして1976年に第 3回目の世界農
業の類型化案が提出されたlVI.J. Troughtonは1974年と 1975年にそれぞれ第 1回目と第 2回目の提
案に基づくカナダの農業類型化案を発表し， 1976年には第3回目の最終案による成果を発表した.最
終案では，農業類型設定のために 4つの範¥¥壌に分けられた27の指標が選ばれた. (1)社会的席¥'I'生〈土地
保有と経営規模に関する変数)と (2)経営属性(資本と労働の投下度，土地利用の密度)， (3)生産属性
(土地・労働生産'控と商品化の程度などの志向性)， (4)構造属性(主要土地利用状況〉である 45)
Troughtonは1971年の農林業センサスデータを用い，カナダの253の単位地区(郡lこ相当する)の
27変数を算出した46) そして， まず， Kostrowickiの方法に従って単位地区ごとに農業類型を画定
し， 61の標準型のどれに相当するかを比較検討したその結果，カナダでは全体の 52%に当る 132地
IKが， Kostrowickiの標準型に適合するにすぎず， この方法の直接的採用は適当でないことがわか
った.
そこで， 253X36のデータ行列にi直接ワード法のクラスター分析を適用することによって 8つの農
業類型を設定し，その分布図を作成したこの研究はカナダ全体を対象にしたものであり，南オンタ
リオだけを取り出すのは不適当な面もあるが，カナダ全体の農業類型が南オンタリオにどのように現
われているかをみることも興味あることと考え，第13図を示した.これによると，カナダ全体でみら
れる 8つの農業類型のうち， 5つまでが南オンタりオに存在する.存在しないのは大西洋岸とパンク
ーパ島に卓越する「粗放的，中規模，低密度作物と家畜の組み合せjとプレーリー中央部とピースリ
ノ守一地域の「特殊な，極めて粗放的な穀物農業J，ブリティシュコロンピア川内陸部の「粗放的牧畜J
である.
l者オンタリオでは， トロントを中心とした地域に f小規模，集約的，野菜と養鶏」が卓越している.
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第13図 1'1. J. Troughtonによる農業地域区分 (1979)
主として，中部から東部にかけて広がっているのが， r粗放I~~J，中規模， 中密度， I均牛以外の家高の
組み合せjである.西部には「粗放的，作物と家畜(肉牛，乳牛， J家〉の組み合せjが広がっている.
この地域はオンタリオ』、Hの農業の核心地であり，カナダにおいては集約的な地j或であるが，世界全体
の農業システムにおいては粗j汝的なものとして位置ずけられている. i特殊な，中程度の集約性の換
金作物」はエリー湖岸のいわゆるタバコ地域やコーンベノレトにみられる.そして楯状地では「粗放的，
家畜と作物の組み合せjがみられる，
こうしてみると，先に示した Sterretの結果と基本的には矛盾しないことがわかる.すなわち， ト
ロント周辺の園芸農業地域，オンタリオ西部の畜産地域，楯状地の粗放的な混合農業地域の広がりは，
両者がほぼ一致し，東部の酪農・オート表地域と i宇部から西部の酪農・トウモロコシ地域，タバコ地
域と換金作物地域については， Sterretの場合は分けたが， Troughtonの分析はカナダ全体を対象と
しているだけに区別することができなかった.いずれにしろ，南オンタリオの農業の基本的差異は，
全国的レベノレでみても認識されるべきものであることが明らかにされた.
Troughtonは1971{j三の農業センサス資料から， 先に示した 4つの範1壌の変数に関するカナダの分
布図を作成し，すでに述べた農業類型のほかに，作物と家畜，労働投入量，社会経済特性のそれぞれ
に関する農業類型とその分布図を，因子分析とクラスター分析を用いて作成している 47)
3) J. A. Mageによる兼業農業地域区分
カナダにおいても， 1950年代から農業の兼業化が著しく進んだ.元来，カナダでは林業や漁業を兼
業とする農民は多かったが， 1950年代から都市的な就業に従事するようになった.オンタリオリ・Hでは
1951年には全体の27%にあたるj長場経営者が兼業を行なっていたものが， 1966年には41%に増加し
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第14図 J. A. Mageによる兼業農業地域IR分 (19751:]三〉
た48) 1981年のセンサス結果によると，全農場経営者82，448人のうちの44%に当る32，606人が農外就
業についていた ここ20年の兼業者の増加率は高くはないが， 1981年においては全農業経営者の20%
の兼業lヨ数が 229日以上に達した このような状況のもとでは，農業経営の内容がしばしば兼業に左
右されることも多い
南オンタリオでは，当然のことながら，兼業の状況が場所によって大きく異なっている. これは兼
業にかかわる農業条件や地域の状況が違うためである.そこで].A. 1¥1ageは兼業農業の分布の違い
をもたらす条件を整理するため， 42の郡を対象に1966年のセンサスから44の変数を選択し，因子分析
を行なった結果5つの共通因子を得た叫)取りあげた変数は，農場の土地規模，経営耕地面積，経営
者の年齢，農産物販売額，機械装備，土地利用状況，家畜構成，都市・農村人口率に!認するものであ
った 5つの共通因子によって全変動の75.5%が説明でき，それぞれは(1)小規模;技場， (2)経営者の年
齢と農産物販売額， (3)農村と都市の差， (4)酪農主体， (5)羊主体と名称がつけられた
次にそれぞれの因子の得点分布と兼業従事者の分布の相関をみると，兼業の程度と最も関連が深い
のは低農業収入と高年齢経営者の比率の高さで、表わされる社会・経済的特性で(第 2因子入これに次
ぐものとしては，小規模農場および狭い面積しか必要としない経営の存在(第 l因子)，そして都市化
の程度(第 3因子〉であった.そこで，これらの 3因子の得点行列にクラスター分析を適用し， 42の
単位地区を 6つのクVレープに分けた.その分布を示したのが第14図である.兼業の程度の高いグノレー
プとしては 4つあり， りンコロン君I~ の f集約的園芸地域J ， オンタリオ湖西岸のいわゆる「ゴーノレデ‘
ンホースシュ-Jとエセックス郡の「ノト規模農場・都市化地域J，r宇部から西部にかけて点在する「自
立農場・都市化地域J，楯状地に広がる「低農業収入・高齢者農業地域Jである. 兼業の程度の低い
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クソレープとしては，西部と東端部の「自立農場・農村地域j とオンタリオ湖北岸の「その他の地域」
である.
この分析においても，楯:1犬地とトロントを中心とした都市化地域， FEオンタリオ西部の差が明確に
みられる.兼業化という現代的側面から農業地域の構造を検討した興味深い研究といえよう.
IV 南オンタリオにおける農業の地域分化とその背景-むすびにかえてー
この報告の課題は，南オンタリオの農業地域の基本的構造と特徴を理解するために，従来の農業地
域区分に関する研究を検討することであった.その際，地域区分の手法や方法とともに，区分された
それぞれの部分地域の内容を重視した南オンタリオの初期の農業地域区分は，農産物の分布に基づ
くものが多かった¥tVhitakerは Barkerや Hortshorneと Dicken，そして Whittleseyらの大陸
や世界レベルの区分法を南オンタリオに適用した Reedsや Putnam，そして最近の Krugerらの
研究も，多数の農産物の分布図を等値線で描き，研究者自身の地域調査の経験に基づいて，農産物の
分布図を組み合せ地域区分を行なったものであった.それぞれ多かれ少かれ研究者のイメージを反映
したものだけに，明確で理解しやすいものが多い.反面，区分線の設定方法に関する基準が示されて
おらず，他の研究者が同種の資料で追試することや，時代を変えて区分図を作成することが困難であ
る. さらに研究者によって，多種類の区分が提示されることになった.統計の単位弛区も明確でない.
これに対して， McArthur らや Hudsonらの農業地域区分は，単位地区をタウンシップとし，労
働力投入量および、農産物販売額といった総合的・統一指標によって，単位地!玄の農業類型を設定し，
類似の地区を統合していくことによって作成された.基準が明確にされた点で、は一歩進んだ方法であ
ったが，できあがった結果が細かく，基本的な地域差を捉えにくい笛もあった
近年の農業地域区分は農業の諸側面をよく表現すると考えられる 1つの総合的統一指標によるもの
と，多情標の数学的手法による組み合せによるものがある.前者の中で特に田林によるものは，土井
の修正ウィーパ一法をタウンシップ単位の農産物販売額構成に適用し農業類型を設定し，類似のもの
を統合して地域区分を試み， 1951年と 1961年， 1971年の 3年次の比較によって動的な分析aを行なった.
多数の農産物販売結合型を統合する際，主観的操作が入っているが，これによって理解しやすい地域
区分が可能になった Paulのようにそれぞれの単位地区の農業類型のまま示した場合には，郡単位
であっても理解が極めて困難になってしまう.
他方では因子分析やクラスター分析によって農業地域区分が試みられた. いずれも郡を対象とした
分析精度が荒いものであるが，経験的区分と矛膚しない明確な地域差が捉えられている.多指標の選
択による多面的な分析，客観的区分，そして研究者や対象地域，時代が異なっても閉じ方法で反復で
きるという利点がある. 反面， Sterretを初めとしてこの方法を用いた研究者は，区分されたそれぞ
れの部分地域の内容には関心が低いようで，説明が撮めて少い.タウンシップを単位地域として，多
変量解析を用い，複数の年次にわたる分析を行い，それぞれの地域の詳細な説明をすることが望まれ
るところである.
これまでの研究によって明らかになった南オンタリオの農業の基本的な地域差は，第15図に示す通
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第15国 南オンタリオ農業の基本的な地域差
りである.すなわち，まず第 1に南オンタリオは北部の糖状地と，南部の低地に分けることができ，
この境界線はいずれの分析においても指適されてきたものである. さらに南部の低地は，家畜と作物
を組み合せる混合農業地域と特殊作物地域に分けることができょう.特殊作物地域として南西部のコ
ーンベルト， ノフォーク地域のタバコ地域，ナイヤガラ半島の果樹地域，そしてトロント周辺の野菜
・果樹・花弁・苗木などの園芸農業地域をあげることができる.混合農業地域は酪農と肉牛肥育と牧
草を組み合せる東オンタリオと肉牛肥育・酪農・養J家・養鶏など多様な畜産が存在し， トウモロコシ
が栽培される中部・西部オンタリオに分けることができょう. さらに前者の中には酪農の専業地域が
あり，後者は北西部の肉牛・ J家中心，南西部の酪農・肉牛中心，オンタリオ湖岸のやや園芸農業的性
格をもった地域，点在する野菜地域に細分される. これらとl¥1ageや Sterretのj玄分と比較してみて
も大きな矛盾がない.
ところで，このような地域差はどのようにして形成されたのであろうか. H.eedsによる1880年の農
業地域区分では，南オンタリオは全体的に自給的性格の強い混合農業地域としての性格をもっており，
小麦を唯一の換金作物としていた南西部のコーンベルト，ナイヤガラ半島の果樹地域，そして東オ
ンタリオの酪農地域の原型はできつつあったが，全体としてそれほど強い地域差はなかった.楯状地
と南部の低地との農業の差も，それほど著しいものではなかった.
1931年になると，カナダ西部の小麦地域の発展ということもあって，南オンタリオは小麦中心から
畜産物中心に変った Whitakerと]¥l[cAthurの地域区分から判断して，西南部のコーンベルトとナ
イヤガラの果樹地域，そして西部と東部の酪農地域が混合農業地域から明確に分れてきたことがわか
る.そして楯状地と南部の低地の境界もしだいにはっきりしてきた.
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ノフォーク地域を 1:コ心としてタバコ地域が形成，されたのは1930年代であり，それが1941年の地域，区
分に明僚に現われている. この i時期には掲~7と地と南部低地の境界もはっきりし，東部の酪農を中心に
した地域と 1:二l部・西部の混合農業地域の差もできてきた. 1951年と 1941年の農業地域区分には大きな
ないように思えるが，ジョージア湾に果樹地域が形成され， トロント周辺に園芸農業地域の崩芽
がみられるようになっ7こ.
1961年になると，楯状地およびその周辺で肉牛肥育に特化する地域が出現する一方， ト1コント周辺
では!蓋l芸農業が拡大し，都市化によってナイヤガラ果樹地域が縮小した. コーンベノレトは実取りトウ
モロコシの普及によって拡大した.
1966年を経て1971年に至ると，北部における農業の地域分化が一層明確になり，楯状地から東オン
タリオに向かうにつれ， !均牛Jl巴育が肉牛)lt::育・酪農に変わり， さらに酪農・肉牛肥育，そして酪農と
いった規則的推移がみられるようになった. トロント周辺のi翠芸農業地域とコーンベルトはますます
拡大し，ナイヤガラの果樹地域とノフォーク地域のタバコ地域は停滞状態である. トロント周辺の函
芸農業地域とコーンベノレト，ナイヤガラの果樹地域，そして栂状地では兼業化の程度が強く，西部か
ら中部，東端部では依然として農業的傾向が強く，ことに西部は南オンタリオ農業の核心地域となっ
ている.
このような農業の変化と地域差を生じさせた主な要因は，すでに多くの研究者によって指適されて
いるように，自然的基盤.と市場である都市との関係位置である. 自然条件として最も重要なものは気
候条件であろう.降水量の地域差は比較的少し年平均が800----900111111の地域が多く， しかも季節差
が少く 60，._90mmぐらいの間で変動する程度である.重要なのは気温で，南西のエセックス郡で、最寒
月の 1月で -50C，最i援月の 7月で220Cであるが，西部のウエリントン郡では l月が _80C， 7月
が200C，オタワでは 1月がー120C， 7月が200Cとなる. 50 C以上の成長期間の長さは，最南端の
エセックス郡で 220日，西部のウエリントン郡では 200日，楯状地では190----1801ヨになってしまう 50)
(第 161~).
南オンタリオは地形的には，北部から東部に伸びる楯状地とその他の地域に区分できる.前者では
先カンブリアi時代の基盤がむき出しになっている地域が多く，土壌はあっても薄い.南部の低地では
氷j可の堆1漬物が主として地形をつくっており，西部から中部にかけては起伏が多い.西端部は平坦で
粘土質の土壌が広がる良好な農地となっている.土壌をみても西部から中部にかけて条件がよく，東
部はやや条件が悪くなり，北部は全く農業に適さない土壌となる 51) こうしてみると，自然条件が南
オンタリオ農業の地域差を規定する重要な条件であることが理解できょう.
これに対して，都市の影響力も大きな役割を果している. 1981年のセンサスによると，カナダ全体
の都市人口率は75.8%であるが，南オンタリオでは82.5%に達する. カナダには人口10万人以上のセ
ンサスメトロポリタンエリアが24存在するが，そのうちの 8つが南オンタリオに位寵する. これらは，
南東端のウィンザーからロンドン，ハミノレトン， トロント，そしてオタワまで，比較的湖岸に近い場
所に列状に立地し，その問を多数の人口2.5---10万人の小都市が埋めている〈第17図).
ノ、イウェ-401号線とその支線がこれらの都市を結んでいる. これらの都市は，オンタリオチHでも
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第16図 i者オンタリオの自然条件
Brown， D. 1¥.， 1¥1cKay， G. A. and Chapman， L. J. (1968): The Climate of Southern Ontario. Depart-
ment of Transport， l¥1eteological Branch， Climatologiιa1 studies， 5， 50 p.， Chapman L. J. and Putnam， 
D. F. (1951): The plv)'siogrαPhy of Southern Outαrio. Ona tario Research Founda tion， 386 p. Bea ubien， 
C. and Tabacnik， R. (1977): Study 0η Populatio肌 Techno1ogyα何dResources， Peo1うleαndAgricultural 
L仰 zd.Perceptin 3， Science Council of Canada 32，..，39. より作成
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第17図 南オンタリオの開拓時期と 1981年の都市人口
Putnam， D. F. (1952): Cαl1adian. Regiol1s: A GβOg1'αphy 01 Canada. J. 1¥1. Dent and 
Sons， Toronto， 235，._243. Tvlatthews G. J. and Morrow， H. Jr. (1985): CanacZa仰 1cZ
the H7orld， An Atlas ResOtげce.Prentice-Hall， Scarborough， 97，-..，98. より作成
最も平く開拓された地域に位置し53J，農産物の市場であるとともに，農民が農業機械や資材，情報，
そして農外就業の機会を得る場所でもあった.都市化の進展に伴って，農業が再編されていったこと
は，酪j長や園芸農業のui}J向をみれば明らかである.都市化は農業的土地利用と直接競合するばかりで
なく，農民に兼業をもたらしたり，都市住民の農村居住を拡大させ地価を高騰させたりして多面的な
影響を与えている
このほかに南オンタリオ農業に影響をおよぼす条件としては，農業技術の進歩や交通条件の変化，
国内および底外の農産物需要と他産地との競合，そして補助金の交付や開発計画などの政策などが考
えられるが，これらについては別の機会にゆずることにする.
本研究を行なうにあたって，オンタリオ州立グワェノレフ大学の P.D. Keddie博士， J. A. 1Vlage博士， B. Smit 
博士， A. Joseph 博士， Ilr城茂人博土， ワェスタンオンタリオ大学の曾1¥1.].Troughton教授，グワェノレフ・ロー
タリークラブのJ.D. Kennedy氏，グウェノレ在住の土田紘一氏，その他多数の方々と，カナダ外務省および駐日
カナダ大使館の方々に一方ならぬお世話をいただいた. 資料収集のための旅費と滞在費は， Canadian Studies 
Faculty Enrichment A-ward 1985-86 (カナダ研究講座充実計画〉によった以上を記して深く感謝申しあげる.
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Agricultural Regions of Southern Ontario : A Review Article 
Akira T ABA Y ASHI 
This paper revie¥'Vs the studies previously done on agricultural typology and regionalization 
of Southern Ontario in order to understand its regional structure of agricultural regions. 
Early stuclies dealing with agricultural regions of Southern Ontario adopted distribution 
patterns of farm products as criteria for classificatiol1. J. R. Whitakeτ(1940) attempted to 
present three types of agricultural regionalization of Southern Ontario applying three systems 
of typology by D. ¥iVhittlesey， R. Hartshorne， and O. E. Bal王町 Studies by L. G. Reeds 
(1959)， D. F. Putnam (1952)， and R. R. Kruger and R. G. Corder (1974)心soprepared ma ps 
of agricultural regions of Southern Ontario on the basis of distribution patterns of crops and 
livestock. These studies clearly described and explained agricultural regions of Southern 
Ontario， because the distribution patterns of agricultural products were rearranged into 
agricu1tural regions by the researchers' images formed th1'ough their intensive五eldworks. On 
the othe1' hand， they employed indefinite methods and classification pTIl1cipally depended on 
S11 bjective 01' empirical judgement. 
1. S. McArthur anc1 J. Coke (1939) calculated the percentage of working time spent in 
the indivic1凶1sectors of agricultu1'e fo1' each census s山 division(to¥"ll1ship) usi時 the 1931 
census c1ata to c1etermine farming types of each statistical unit. S. C. Hudson and others 
(1949)， using the 1941 census data， grouped census subdivisions iぱ o agricultural regions 
according to the percentage of each proc1uct sales to the total farm income. Both studies 
were considered to be excellent because they used reasonable criteria anc1 selected census 
subdivisions as statistical units. Hov.rever， the number of agricultural regions recognized ，vere 
too many and the expla.nation of these regions was comp1icated. 
Recent studies have based either on one synthetic criterion representing various aspects 
of farming activities or on quantitative methods utilizing multi-variables. An example of the 
former is the study by A. Tabayashi (1982). He determined agricltural types by the com_bi-
nahon of agricultural procluct sales applying the Jo11n Weaver's method as modi五iedby K. 
Doi. The percentage of each product sales to the total agricultural product sales in each 
census subdivision were calculated， a.nd the combination was c1etermined. Agricultural regions 
of Southern Ontario for 1951. 1961 and 1971 ，vere ic1entified mainly based on the distribution 
patterns of the sales combination. 
Some systems of agricultural regionalization uti1izating・ multiべ!arialコleshave recently been 
presented in order to analyze complicated agricultura.l pheロomena effectively. D. Sterret 
(1969) tried a factorial typology of agriculture of Southern 0ぱ arioon the basis of 53 varia-
bles. Forty-two counties south of the Shield were divided into eight groups through fa.ctor 
and cIuster analyses. J. Mage (1976) employed the same procedure based on 42 variables at 
the county level to present six farming types of Southern Ontario in relation to his study 
on part-time farmers. M. Troughton (1979) also de五nedCanadian agricultura1 types by the 
cluster analysis of 54 socio鴫economicvariables for 253 agricultural census divisions of Canada. 
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A review of the pe1'tinent lite1'ature has revealed that ea1'ly studies used crop acreage， 
1ivestock numbers， and land use patterns as means for classification， ¥vhile more recent works 
have selected agricultural product sales date and a set of multi-variables. A census division 
(county) has been selected as the statistical u凶tfo1' many studies， but analyses at the census 
subdivision level (township) wou1d p1'oduce五nerpatterns representi月 thereality. Rece此 1y
quantitative and objective methods of analysis has been developed because they are often 
considered to be superior to empirical and subjective methods of analysis. 1n addition， analyses. 
of temporal changes in agricultural region can explain regional characteristics more clearly. 
The basic regional pattern of agriculture of Southe1'n Ontario found by this review a1'tic1e' 
is sho¥".'11 in Figure 15. The bounda1'Y between the Pr・e-Camb1'ianShield in the north and the 
Paleozoic lowland in the south marks the most clear contrast among agricultural regions. 
The Paleozoic lo¥vland is fu1'ther崎 dividedinto mixed fa1'ming regions and special crop regions. 
There are such special crop regions as “Co1'n Belt" in the southwest，“Tobacco Be1t" in 
N orfork region，“Niagar・aFruit Belt" a11d“Ho1'ticu1ture Belt" in the vicinity of Metropolitan 
Toronto. The mixed farmi 時 regions include Eastern 0 此 ar討io(Da心叩irη‘3γ7-“BeeばfCat壮tle-Hay)a η 
Centrは'a叫1ト-べ'¥Vν， e匂s坑te白r1口.10 凶 a1'丘io(Beef Cat壮tle-Da心iれr円.万y-日og仔:-PO∞u叫1比trη了:y-Gr日aむ山i江nCo白r口'1め• The latter region which 
is considered to be a core agricultural region i1 Souther11 Ontario is subdivided into three 
subregions: beef cattle and hog dominant sectiol1 in the northwest of ¥Vestern Ontario: dairy 
domi11ant part in Central Ontario and the southwest of Western Ontario; and the northern 
shore of Lake Ontario with some horticulture. Although the above-mentioned regional pattern 
of agriculture is mai111y based on crop ancl livestock clistributions， it ge11erally coincicles w司，'i比th1 
regional pa抗Lはtternspresen凶te“clb句コ乃ypar吋t-timef正訂uml凶ngs討tu仁d向1匂yancl lnl叫1汁lti
As L. Rミ一eedspointecl out very large part of Southern Ontario coulcl be classifiecl as a 
gene1'al 01' mixed farming regiol1 with an emphasis 0日 vlheatproduction in 1880. Specia1ization 
and diversification were in their infant stage then. The review of p1'evious studies shows the 
p1'ocess of regional specialization and changes afte1' the turn of the centu1'y: the clevelopment 
of the special crop regions; expa11sion of dairy inclustry; and the gro¥ving cont1'ast between 
the Pl・e-Cambrianancl Paleozoic areas. 
Comparison of various types of agricultural regiona1ization in different years suggests that 
ag1'iculture in Southern Ontario has been reorganized so as to be acloptecl to the environmental 
conditions. The most impo1'tant environmental conditions are the physical conclitions such as 
climate， topography ancl soils， as well as the urban influences. Progress of urbanization a11d 
farmers' careful evaluatiol1 of physical conditions have brought about regional changes and 
specialization of agriculture in Southern Onta1'io. 
